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先週末、一瓶塚稲荷神社でえびす講が開かれました。えびす講は神無月（旧暦

10 月）に出雲に赴かない留守神とされたえびす神を祀り、1 年の無事を感謝し、

五穀豊穣、大漁、あるいは商売繁盛を祈願するお祭りとのことです。 

えびす講が終わるともうすぐ師走、依然として新型コロナウイルス感染症の

心配は続きますが、生徒の学びを止めることがないよう、十分注意していく考

えです。毎度のお願いですが、保護者の皆様にも、油断することなく、日々の基

本的な感染症対策の徹底をお願いします。 

◇地域部活動推進事業、佐野市教育委員会の視察及びとちぎテレビの取材 

11 月 19 日(土)、本校で取り組んでいる地域部

活動推進事業について、佐野市教育委員会の視察が

あり、活動の様子の参観とともに、指導者や生徒へ

のヒアリングがありました。 

本校は県・市教育委員会の指定により、昨年度か

ら先行して休日の部活の地域移行に取り組んでい

ますが、国（スポーツ庁）の示す方針では、来年度（令和５年度）から３年間を

かけて、休日の部活動を地域に移行することになっています。 

市内他校でも来年度から地域移行が始まりますので、本校における部活動地

域移行の成果と課題を検証し、来年度からの実践が、生徒のため、指導者である

教職員のために充実するよう計画していく考えとのことです。 

また、同日はとちぎテレビの取材もあり、吹奏楽

の活動を中心に撮影や地域指導者及び部活動顧問

(教員)、生徒へのインタビューがありました。 

放送日時は現段階では未定とのことですので、決

定次第、さくら連絡網（学校安全情報メール）等に

よりお知らせします。 

◇「弁当の日」について 

12 月６日(火)、市立小中義務教育学校一斉に「弁当の日」が実施されます。 

この取組は小中学校又は義務教育学校９年間を通して、学校と家庭が連携し、

食事について親子で共に考える機会をつくり、食への意識を高め、感謝の心を

育み、自分の健康を考え、判断し、実践できるようにすることをねらいとしてい

て、平成 25 年度から始まり今回が 10 回目の実施となります。 



当日は弁当持参となりますが、各家庭での事前の準備に「弁当の日」の意義が

あります。各家庭で一緒に献立を考えたり、食材を購入したり、一緒に調理した

り、できたおかずを弁当箱に詰めたりする活動が

大切ですので、ご理解とご協力をよろしくお願い

します。 

◇学校給食費について 

「弁当の日」の実施に際し、本当の目的は学校給食の回数を減らし、市の負担

を減らすことではないかと指摘されたことがありました。もちろんそのような

ことが目的ではなく、上記のとおり、食育の一環として実施されるものです。 

しかし、「なぜ、月ごとに給食回数は違うのに、給食費は毎月同じなのか？」

「８月も給食は提供されるのに、給食費は０円なのか？」など、疑問がある方も

いらっしゃると思います。そこで、学校給食費について整理してみました。 

〇学校給食費は「佐野市学校給食費徴収規則」により以下のように金額が定め

られています。 

・中学校及び義務教育学校後期課程の生徒 月額 5,500 円 （小学校 4,800 円） 

・８月に係る給食費の額は、０円とする。  ※規則から抜粋 

月によって提供回数は異なりますが、上記のように８月を除き同じ額を徴収

することが規則で定められています。また、学校給食の年間総回数は 195 回と

することもこの規則に定められております。（中学校３年生は授業日が少ないこ

とから、年度末の給食費は他の学年と異なります。） 

つまり、学校給食費は、１食分の費用の累積で月ごとの金額を定めるのでは

なく、予め総額を定め、それを 11 か月で分割して徴収するという考え方です。 

整理すると 

〇年間給食費は、5,500 円×11 月＝60,500 円 

〇一食あたりの給食費は、60,500 円÷195 回≒310 円 

なお、「学校給食法」で「学校給食の実施に必要な施設及び設備に要する経費

並びに学校給食の運営に要る経費のうち政令で定めるものは、義務教育諸学校

の設置者の負担とする。」と定めています。難しい表現ですが、要は調理や配送

に係る施設費、光熱費、人件費は学校の設置者が負担するということです。 

佐野市の場合では、学校給食を提供する南北学校給食センターの運営に係る

費用はすべて佐野市が負担し、保護者の直接の負担ではないということです。

そして、保護者から徴収する学校給食費はすべて食材費に充てられるというこ

と、つまり、１食約 310 円はすべて食材費（原価）ということです。 

なお、一般的な飲食店で食材費などの割合（原価率）は３割程度が望ましいと

言われておりますので、仮に一般の飲食店で、佐野市の学校給食と同等のメニ

ューを提供する場合、およそ値段は 1,000 円程度となります。 

つまり、生徒たちは毎日 1,000 円のランチを食べているとも考えられます。 


